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＜観点別評価の事例＞

【観点別評価】

①財務諸表から数値を読み取り、意欲的にグラフ化しようとしている。
【関心・意欲・態度 （行動観察）】

（Ａ）十分満足できる （Ｂ）おおむね満足できる （Ｃ）努力を要する
（その具体的な状況） （生徒への手だて）

前時までに学習した分析結 財務諸表から数値を読み 財務分析に用いる項目と
果のグラフ化表現をもとに自 取り、意欲的にグラフ化し 分析結果のグラフ化表現に
ら進んで課題に取り組んでい ようとしている。 必要な手順を指導し、関心
る。 をもてるよう支援する。

②分析結果をもとに経営状態を把握し、企業の特徴をとらえることができる。
【思考・判断 （ワークシート）】

（Ａ）十分満足できる （Ｂ）おおむね満足できる （Ｃ）努力を要する
（その具体的な状況） （生徒への手だて）

財務諸表分析の４つの観点 分析結果をもとに経営状 財務分析に用いる項目に
から、適切な経営分析がなさ 態を把握し、企業の特徴を ついて理解させ、グラフか
れ、企業の特徴をとらえ、改 とらえることができる。 らその数値を読み取り、判
善策などを提案している。 断できるよう支援する。

【評価の実際】

別紙の観点別評価の結果、およびワークシートの記述状況を参照。

【成果と課題】

（成果）
・具体の評価規準を設定していることにより、授業における学習到達目標が具体的に示され、観

点別評価ＡＢＣにより、生徒一人一人の到達度が明らかになる。つまり、毎時間の授業におい
て、生徒、教員ともに何をしなければならないのか、明確化される。

・観点別評価によって （Ａ）は生徒の学習の程度についての質的高まりや深まり （Ｂ）はそ、 、
、（ ） （ ） 、の授業で身に付ける力 Ｃ は生徒のつまずき すなわち教員の生徒への支援 として現れ

指導と評価の一体化のための参考資料となる。毎時の授業における評価結果は、単元ごとに観
点別に示され、あるいは観点ごとに単元別に示されることにより、個人内評価としてフィード
バックされる。

（課題）
・行動観察による評価の場合、その授業時間内にすべての生徒を評価することは困難となる場合

がある。ひとつの授業の中で、行動観察を評価方法とする観点別評価をいくつも設定すること
は、現実的に不可能である。

・評価結果が、観点別評価のＡ「十分満足できる」とＢ「おおむね満足できる」との間の境界線
上になってしまう場合、判定が困難になる。ときには、目標に準拠した評価（絶対評価）をす
べきはずが、集団に準拠した評価（相対評価）になってしまう恐れがある。

・観点別評価の総括に関わって、単元における評価規準の重み付けをどのように設定するのか、
４つの観点間のバランスを考慮するのか、課題である。

・自己評価シートを作成する場合、その自己評価結果をどのように観点別評価へ移行させるか、
それらを考慮した自己評価シートを作成する必要があるのか、課題である。

、 、 、・習熟度別にクラスが分けられている場合 評価規準をどのように設定し評価するのか つまり
習熟度によって異なる規準を設定するのか、それとも同じ規準で評価するのか、課題である。



【観点別評価の結果】

番 氏　　名 ① ②

Ａ Ａ   ①財務諸表から数値を読み取り、

Ａ Ａ     意欲的にグラフ化しようとしている。

Ａ Ａ   【関心・意欲・態度】 （行動観察）
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Ａ Ａ   ②分析結果をもとに経営状態を把握し、

Ａ Ａ     企業の特徴をとらえることができる。

Ａ Ｂ   【思考・判断】 （ワークシート）
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